
 
 
 
 
 
 

 演奏曲 ミニ紹介 演奏順検討中につき作曲者50音順で紹介 
● ショパン：舟歌 

 ベネチアのゴンドラ漕
こ

ぎの歌をモチーフとしたもので、ひじょ

うに整った形式 かつ主題も精ちに展開されている傑作。1845年

の作曲当時、ショパン(1810-1849) は病状や身辺の情況が 芳
かんば

しく

なかった。しかし、曲にはきらめく水面
み な も

や舟の上で愛をささやく

恋人たち…といった情景を想起させる明るさがある。（約９分） 

● ショパン：バラード 第３番 

 音楽におけるバラードは、19世紀中頃まではもっぱら歌曲にお

ける形式だった(ゆえに和訳は｢譚詩
た ん し

曲｣とされている)。ショパンはそれ

を器楽分野に持ち込み、“ピアノ音楽におけるバラード”を作り

だした。ショパンは４曲のバラードを遺しているが、その中で第

３番(作曲は1841年)は最も独創的と評価されている。他の３曲にく

らべて軽快で優美なのが特徴だ。（約８分） 

● ドビュッシー：喜びの島 

 ドビュッシー(1862～1918) が、ルーブル美術館に展示されてい

たジャン-アントワーヌ･ヴァトーの「シテール島への船出」に想

を得て作曲したといわれている作品(1904年作曲)。美と愛の神アフ

ロディテが西風に吹き流され、楽園であるシテール島にたどり着

く…という物語で、ドビュッシー作品の中では最も技巧的、また

演奏も難しい作品の一つといわれている。（約７分） 

● モーツァルト：ピアノ･ソナタ 第11番「トルコ行進曲付き」 

 モーツァルト(1756～91) の第11番目のピアノ･ソナタとなって

いるが、いつ頃どこで作曲されたか不明。しかも、｢ソナタ｣とい

うものの、急-緩-舞-急の古典派ソナタの定義にしたがわず、最

初の“急”楽章を省いた、緩-舞-急の３楽章仕立てになっている。

曲名の｢トルコ行進曲付き｣は、第３楽章がトルコ行進曲であるこ

とに由来している。（約23分） 

● 吉松 隆：四つの小さな夢の歌 

 吉松隆(1953～ ) が1997年に作曲した小品集で、春＝５月の夢の

歌、夏＝８月の歪んだワルツ、秋＝11月の夢の歌、冬＝子守唄、

と季節の美しさが情感豊かにつづられている。（約８分） 

● リスト：超絶技巧練習曲 第5番「鬼火」 

 リスト(1811～86) の、ピアノのための12の練習曲 ｢超絶技巧練

習曲｣(完成は1851年とされている) の５番目の曲。曲名の鬼火は、暗

い夜の森などに現れ、人をだまして沼に誘い込んだりする“妖怪”

で、もとは悪者や自殺者、洗礼を受けずに死んだ幼児らの魂とさ

れている。リストはこの空想的で正体のないものを、細密な技巧

で表現している。“超絶技巧”の名にふさわしい難曲。（約５分） 

● リスト：孤独のなかの神の祝福 

 リストが1848年に作曲した、全10曲から成る「詩的で宗教的な

調べ」S.173/R.14 A158 の第３曲で、曲集の中で最も大きなスケ

ールの作品。今回のように単独で演奏されることも多い。リスト

の宗教的・内省的な側面を象徴する傑作と評されている。とくに

主題部分は美しく瞑想的である。（約16分） 

＊当日、演奏曲目が変更されることがあります。 
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